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研究成果の概要（和文）：スポーツ教育は，広い空間において学習者と教師が身体を動かしなが

ら実践される．そのため，教師は，空間認知や学習者の身体認知，授業の勢いの認知，予測認

知といった認知が教室での座学以上に必要となる．本研究は，授業時にマイクを付けてつぶや

くオンゴーイング法と授業者の頭に CCDカメラを取り付け，授業者の視点での認知を VTRに

収め，授業後に再現して認知する再現認知法を試みた．その結果，オンゴーイング法は熟達教

師の語りが多く表出した．一方，再現認知法では初心者教師が熟達教師と同じ語りを表出する

傾向にあった．  

 
研究成果の概要（英文）：Sports education is based on the movement of both the teacher and 

student over a wide spatial area. For this reason, teachers require a higher level of 

cognition, including spatial cognition, physical cognition, cognition of the energy of the 

class and preemptive cognition than when teaching in a classroom situation. This study 
trialed an on-going  method of attaching a microphone to the teachers to record a running 

narration throughout the course of the class and a method of cognitive review method 

involving attaching a CCD camera to the heads of the teachers to record on VTR what the 

teachers were seeing. Results revealed that the on-going method was useful in showing up 

no little narrative of the experienced teacher. It was also shown that there was a tendency 

for the novice teacher to arrive at similar narrative as the experienced teacher during the 

cognitive review method. 
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１．研究開始当初の背景 

(1)オンゴーイング法は，日々の授業実践での
授業者の認知が授業の展開されている時間
の経過の中で「今，その時」の状況において

なされていることに着目している．授業後に，
授業記録や VTR を再生して授業過程での認
知を思い出すこれまでの方法は，授業者にと
って授業過程での出来事の特に注意を引い
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たり，記憶に残っている事象が対象になると
ともに，忘却や授業後の振り返りに依る再思
考の影響も考えられる．さらに，VTRによる
記録を再生してそれを対象に授業を検討す
る場合，記録者（撮影者）の撮影する観点に
よって事象が限定され，観察者の自由な視野
が束縛されるというデメリットもある．そこ
で，授業の経過の中での教師の認知や判断の
力をできる限り現実の状況で把握するオン
ゴーイング法が有効であることが予想され
た． 

 

(2) 先の記録者（撮影者）によって撮影する
観点が限定されることを逆手に取り，授業者
の頭に CCD カメラを取り付け，授業者の視
点での映像を VTR に収め，授業後に再現し
て何を観ているのかを語る再現認知法を試
みた．特にスポーツ教育の場合，先に述べた
ように広い空間の中で学習者の身体の動き
に気づくことが重要となることから，座学で
の授業と比して，授業者の視点（まなざし）
での VTR 映像から授業者の暗黙の知をうま
く引き出せるのではないかといった仮説に
基づいている．この方法によって，授業後で
あっても授業者が観ている視点での VTR 映
像から，「今，ここを観ている（映っている）
のは○○だからである」といった再現認知時
の語りを引き出すことが可能となってくる
と考えた． 

 

２．研究の目的 

再現認知法やオンゴーイング法は，固定し
て授業空間全体を映像としてとらえた VTR

あるいは第三者によって記録された授業記
録を振り返る方法に比して，できる限り現実
の状況で認知を引き出すことが可能である．
しかしながら，オンゴーイング法は「今，そ
の時」の時間の流れの中で状況を語ることか
ら，当事者が全てを語っていると意識したと
しても，表層的に観えていることに語りが偏
り，その背景にある裏づけまで語ることがで
きない可能性が考えられる．一方，再現認知
法はＶＴＲを止めて語ることから，オンゴー
イング法では語れなかった背景にある裏づ
けまで語ることができる可能性がある．オン
ゴーイング法と再現認知法の有効性が明確
になれば，それぞれを使い分け，ICレコーダ
ー1 本あるいは CCD カメラ 1 セットあるだ
けで，授業者が一人で手軽に授業を振り返る
ことが可能となり，第三者に撮影や授業記録
を記録してもらう必要もなく，それぞれの特
徴を生かして日常的に自らの授業実践を振
り返ることも可能となる． 

以上の問題提起から本研究では，スポーツ
教育においてオンゴーイング法と再現認知
法を開発してその有効性を大学専門教育の
サッカー授業を事例として探ることを目的

とした 

 

３．研究の方法 

(1)オンゴーイング法：教師に ICレコーダー
を付け，「授業時の今」何を観ているのかの
語りを録音する．なお，いずれの対象者にも
本研究と関係のない体育授業において観察
者として数回のオンゴーイング法のトレー
ニングを行なっている．オンゴーイング法で
は，気づいたことは全て語るよう指示するが，
これまでの多くの実践，あるいは本研究の対
象者の実践から「気づいていたことを語り損
ねた」という意見はない． 
 
(2)再現認知法：授業時に教師の頭に CCDカ
メラを設置し，教師がどこを観ているのかを
VTRとして撮影する．授業実施 2日後にその
VTRを教師が観ながら「何を観ていたのか」
を語る．この際に，教師は VTRを観ながら，
「なにかを観ている場面」で，「ストップ」
と宣言して映像を止め（静止画とする），授
業時になにを観ていたのかを語る．語り終え
たら，引き続き映像の再生を続ける．なお，
VTRには，映像だけでなく指導時の音声も入
っているが，再現認知法の VTR再現時は，音
声を消して映像のみを再現する．図１の写真
は，左から VTR保存機，CCDカメラ，VTR受
信機である．本調査では，VTR保存機の画像
が小さいことから，再現認知時は 32型モニ
ターにて VTRの再現を行なった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 再現認知法に使った機器 
 
４．研究成果 
(1)教師の語りの内容の検討 
オンゴーイング法において，初心者教師は

「いい動き．Oが対応してない」「全体広がっ
ていない，小さすぎ」といった表層的な学習
者の動きの語りや一か所だけを観ての語り
に留まる傾向にあるのに比して，熟達教師は，
「Tと Dのコンビネーション．さっきの Tの
スペースも Dとのコンビネーション問題．こ
れからここがキーになる．」「いい展開．一度
集めてから外に出している．D の個人の動き
はいい．コンビの問題．この時 Tのアシスト
は誰だ」「Ｄのコントロールとその後の動き
方がいい．ＪとＴをどう動かせるか．あとで
注意」といった一つの表層的な現象から次の
行動や手立てを予測したり，他の動きに連動



 

 

A教師 A-B間 B教師 B教師 B‐C間 C教師 A教師 A-C間 C教師

認知総数 10 36 26 26 51 25 10 35 25

共通認知数

合計認知数 33 32 31

共通認知率 30.0% 9.1% 11.5% 73.1% 59.4% 76.0% 40.0% 12.9% 16.0%

認知総数 11 35 24 24 50 26 11 37 26

共通認知数

合計認知数 31 33 32

共通認知率 36.4% 12.9% 16.7% 70.8% 51.5% 65.4% 45.5% 15.6% 19.2%

認知総数 14 41 27 27 53 26 14 40 26

共通認知数

合計認知数 35 37 35

共通認知率 42.9% 17.1% 22.2% 59.3% 43.2% 61.5% 35.7% 14.3% 19.2%
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A教師 A-B間 B教師 B教師 B‐C間 C教師 A教師 A-C間 C教師

認知総数 11 32 21 21 45 24 11 35 24

共通認知数

合計認知数

共通認知率 81.8% 39.1% 42.9% 85.7% 66.7% 75.0% 90.9% 40.0% 41.7%

認知総数 12 33 21 21 47 26 12 48 26

共通認知数

合計認知数

共通認知率 66.7% 32.0% 38.1% 81.0% 56.7% 65.4% 83.3% 26.3% 38.5%

認知総数 14 37 23 23 49 26 14 40 26

共通認知数

合計認知数

共通認知率 64.3% 32.1% 39.1% 78.3% 58.1% 69.2% 71.4% 33.3% 38.5%
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させた語りが拡がっていた．また，教師の一
定のイメージや基準からどの程度，学習者の
動きやイメージがかけ離れているかといっ
た評価からチームの課題や対策案を練るよ
うなところまで発展させた語りが行われて
いた．さらに，「T と D のコンビネーション．
さっきの Tのスペースも Dとのコンビネーシ
ョン問題・・・」のように過去の認知を記憶
として呼び起こすことも行なわれていた．一
方，再現認知法においては，初心者教師の「縦
のスペースが空いている．もっとみんな走ら
ないと．」「T 中心に寄りすぎ．もう少し Dが
積極的に広げれば全体広がる．」のように，
オンゴーイング法では表層的な学習者の動
きに留まる語りであったのに比して，その表
層的な語りを基にして，先の展開の方針や予
測する語りが出ている．また，熟達教師は，
「ディフェンスからの切り替えが遅い．T の
位置取りと全体に上がりすぎかな．キーパー
指示してやらなきゃ，そこが弱いとこだな．」
「全体に上がりすぎかな．ディフェンスがつ
らいんじゃないかなとチェックしてる．」「J
と Tがうまく動いている．この動きを逆サイ
ドもできれば強い．」といったオンゴーイン
グ法同様の発展させた語りや，「もっと早く
全体行かないと，上がり方がさっきのように
遅い・・・」のように過去の記憶を呼び起こ
す語りもあった． 
 
(2) 各教師の語りの一致数からの検討 
オンゴーイング法と再現認知法において，

初心者教師（A教師），熟達教師 B教師，C教
師）間で語った内容が，どの程度共通してい
るのかを示したのが表 2‐1と表 2-2である． 
A教師，B教師，C教師の授業時にそれぞれの
教師が語った数と各教師間で語った内容が
共通した数と割合を示している．表 2-1のオ
ンゴーイング法による語りの共通認知率で
は，A教師，B教師，C教師いずれの教師が授
業をした際も，A教師－B教師間（B教師の A
教師との共通認知率：11.5％，16.7％，
22.2％），A教師－C教師間（C教師の A教師
との共通認知率：16.0％，19.2％，19.2％）
に比して，B教師－C教師間（B教師の C教師
との共通認知率：73.1％，70.8％，59.3％ 及
び C 教師の B 教師との共通認知率：76.0％，
65.4％，61.5％）では語りの共通認知率は高
い．次に，表 2-2の再現認知法による語り共
通認知率をみると，オンゴーイング法と同じ
傾向にあり，A教師‐B教師間（B教師の A教
師との共通認知率：42.9％，38.1％，39.1％），
A教師‐C教師間（C教師の A教師との共通認
知率：41.7％，38.5％，38.5％）に比して，
B教師‐C教師間（B教師の C教師との共通認
知率：85.7％，81.0％，78.3％ 及び C 教師
の B 教師との共通認知率：75.0％，65.4％，
69.2％）の共通認知率は高い傾向にある．た

だし，再現認知法のほうが，オンゴーイング
法に比して，A教師が B教師と C教師と共通
する率か高くなっている． 
以上のことから，オンゴーイング法は，B

教師や C教師のような熟達教師の共通の内容
の語りを引き出すことが可能だと考えられ
る．また，再現認知法では，初心者教師の A
教師が，熟達教師の B教師や C教師と共通の
内容の語りを引き出すことが可能であると
いえる． 
 
表 2‐1 オンゴーイング法の一致率 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 2‐2 再現認知法の一致率 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3)まとめと今後の課題 
本研究は，今，目の前にいる学習者にどう

対応するのかというスポーツ指導者の認知
を手掛かりとして，教師やスポーツ指導者が
手軽に力量を高めることのできる手法の開
発を目指し，オンゴーイング法と再現認知法
の特徴を探った．結果として，①オンゴーイ
ング法は，授業時の「今，その時」の状況を
語ることから表層的に観えていることに気
づいても，その背景にある裏づけまで語れな
い可能性が考えられたが，熟達教師は VTRを
止めてゆっくり語ることのできる再現認知
法の語りとの一致率が高く，熟達教師の認知
の語りを明示化するために有効である．②再
現認知法は，初心者教師が 2名の熟達教師の
認知と一致する率が高いことから，初心者教
師の授業時の認知を語りとして明示化する
ために有効である．初心者教師は，オンゴー
イング法による授業時の「今，その時」では，
表層的に観えていることを語る傾向にある
が，VTR を止めて語る再現認知法では，再思
考によってオンゴーイング法時に観えてい



 

 

なかったことが明示化したと考えられる．た
だし，学習者の見取りが無意味であったり，
間違った見取りである可能性も考えられる．
本研究では熟達教師を 2名対象とすることで，
その語りの共通性から客観性を保っている
が，データが充分とは言えない．今後は，多
くのデータを蓄積していくことが必要であ
る．また，教師の視覚映像や空間全体をとら
えた VTR映像，再現認知の語りといった多面
的な情報から，フィードバックやフィードフ
ォワードがどの現象をとらえているのかと
いった認知の質を細かく分析した上で，複数
の熟達した教師や研究者が協働して意味の
ある正しい見取りか否かの検証を行なうこ
とが必要である．大倉（2008）は，「専門家
の評価と自分の評価を比較して，違いから何
を学ぶのか，あるいはビデオのどこに着目す
れば自分に不足している授業展開力を補足
することができるのか」と述べ，今後の自身
のモデルの課題を指摘している．本研究の課
題も同様であり，オンゴーイング法や再現認
知法で語られた内容を専門家や熟達教師，初
心者教師が協働して，どこに着目すれば熟達
教師のさらなる力量の高まり，初心者教師の
熟達化に寄与できるかを探っていくことが
必要である． 
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